
ホーバーターミナルおおいた清掃業務委託共通仕様書 

 

この仕様書は、ホーバーターミナルおおいた清掃業務の実施に関し、必要な事項を定め

る。なお本仕様書において甲とは契約者をいい、乙とは受託者をいうものとする。 

乙及び乙の従業員は、業務の実施に当たって本仕様書並びに関係法令を尊守して、施設

等の衛生的な環境の確保に努めなければならない。 

 

第１ 基本事項 

  １ 業務の対象となる施設の概要 

      個別仕様書による。 

 ２ 業務の基準 

      業務の実施に伴い適用を受ける次の法令に基づく基準等については、これを遵守し      

    遺漏のないように努めること。 

             ア 建築物における衛生環境の確保に関する法律 

       イ 労働安全衛生法 

       ウ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

       エ 水道法 

   労働安全衛生法上、作業主任者の選任が義務づけられている場合は乙にて適宜選任

すること。労働安全衛生規則 518 条に定める高所作業を行うときは、法令で定めた安

全対策を講じたうえで作業を行うこと。その他、個別仕様書にて安全衛生面での対策

が明記されている場合はこれによること。 

  ３ 業務の実施計画 

      乙は、次の計画書を施設ごとに策定し、甲に書面をもって提出すること。 

     （１）年間作業計画…契約開始日から１年毎の計画を契約開始日と同月の１日まで

（契約初年度に限り契約開始日から 15日まで） 

     （２）月間作業計画…前月末日まで 

             （契約初月分に限り契約開始日から 15日まで）  

  ４ 業務の報告及び連絡等 

    （１） 乙は、日常的業務については、実施結果を施設ごとに業務の翌日（翌日が県

の閉庁日のときは次の開庁日の日とする。）までに書面により甲に報告し、承認

を得ること。なお、実施結果に関する指示事項については、速やかにこれを是

正するとともに、甲の確認を得ること。 

    （２） 乙は、日常的業務以外の業務については、施設ごとに、業務実施前に甲の承

認を得て実施するとともに、業務終了後は速やかに実施結果報告書を甲に提出

し、承認を得ること。 

  （３） 乙は、建物及び施設等に損傷又は不良箇所を発見したときは、速やかに甲に



報告しなければならない。 

  （４） 甲は、必要と認めるときは、業務の実施状況について調査し、又は乙に報告

を求めることができる。 

  （５） 乙は、業務上の苦情等に対しては真摯に対応し、速やかに業務の改善を図ら

なければならない。その場合、甲は乙に対して業務改善計画を求めることがで

きるものとし、乙は計画どおり遂行しなければならない。 

  ５ 書類等の保存 

       乙は、関係書類を契約終了後５年間保存すること。 

  ６ 費用の負担 

    甲が乙に無償で提供するものは、次のとおりとする。 

         ア 事務室、更衣室、休憩室及び資材倉庫の用に供する施設等の一部 

（大分側に限る） 

         イ 業務の実施に必要な電気、水道、ガス 

 ７ 留意事項 

（１）業務に使用する用具及び資材等は常に整理整頓に努め、人体に有害な薬品等は

充分な管理を行うこと。 

（２）電気、水道及びガスの使用に当たっては、節約に努め効率的に使用すること。 

（３）作業実施に当たっては甲及びホーバークラフトの運航事業者の執務に支障のな

いように行うこと。 

（４）業務終了後、各室の施錠確認、消灯及び火気の始末に努めること。 

（５）甲が提供した事務室、更衣室等は、常に適正な管理を行うこと。 

（６）業務に使用する資材、消耗品は、すべて品質良好のもの（ＪＩＳマーク商品

等）を用いること。 

（７）業務を実施するに当たり、服装等に留意し、かつ名札を常時着用し、従事者で

あることを明確にすること。 

 

第２ 清掃業務 

      清掃業務は、以下の仕様をもって実施するものとする。 

  １ 業務対象場所 

      個別仕様書による 

 ２ 清掃員の構成 

      乙は、清掃業務の実施に当たり公共施設の衛生的環境を確保するため、本業務に従

事する清掃員の構成は、次の能力を有するものをもって構成すること。 

     （１）作業の内容判断ができる技術力及び必要な技能を有する者１名以上 

     （２）（１）以外の清掃員については、（１）の清掃員の指示に従って作業を行う能

力を有するものとする。 



乙は、清掃員が急遽年次有給休暇を取得しても仕様に定める作業を支障なく実施で

きるようにするため、交代要員を配置するなどの態勢を確保すること。交代要員配置

の例は以下のとおり。 

例１ 複数名の清掃員を配置する。清掃員が休暇を取得した場合は、他の清掃員が

交代要員を務める。 

例２ 本契約以外の他現場に従事している清掃員が交代要員を務める。 

交代要員としての作業ができるように清掃員間の引継ぎを十分に行うこと。 

 

〇…勤務している施設に記入する。 

△…交代要員をつとめる施設に記入する。 

清掃頻度が「1回/日」以外の作業については、事前に監督員に了解を得た上で別日

に実施することも差し支えない。 

  ３ 清掃種別 

     （１）日常清掃（日又は週を単位として定期的に行う業務のことをいい、概ね次のよ

うな業務をいう。） 

      ア 床の清掃・・・・・吸塵（除塵）、染み抜き（水拭き）、掃き拭き、粗ゴ

ミ収集 

      イ 床以外の清掃・・・什器・備品の空拭き、手摺の拭き掃除、鏡磨き、衛 

生陶器の清掃、汚物処理、ペーパー・水石けんの補



充、ドアの清掃、吸殻収集等 

   （２）定期清掃（月又は年を単位として定期的に行う業務のことをいい、概ね次の

ような業務をいう。） 

      ア 床の清掃・・・・・床面の洗浄、剥離洗浄、ワックス塗布 

      イ 床以外の清掃・・・ガラス清掃、高圧洗浄 

   （３）植栽への散水（植栽業者の指示する頻度で行うものとする。） 

   （４）作業内容については、最新版の「建築保全業務共通仕様書（国土交通省大臣

官房官庁営繕部監修）」によるものとする。 

  ４ 各清掃の実施基準 

   個別仕様書による 

  ５ 清掃時間等 

（１） 清掃等の業務の時間 

    個別仕様書による 

（２） 定期清掃は、甲乙協議の上、作業日時を決定する。お互いに日程確認する

ことで実施を失念しないよう注意すること。入館方法（警備カードとマスタ

ーキー貸与 もしくは監督員の立ち合い）を事前に甲に確認すること。あわ

せて注意事項があれば甲に事前に説明すること 

 

６ 雇用関係および賃金支払状況の確認 

乙は以下の書類の複写の提出もしくは提示を求められた場合は応じること。 

○健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書 

○健康保険証 

○雇用保険被保険者証 

○給与支払報告書（地方税法第 317 条の 6） 

○特別徴収税額決定通知書（地方税法第 321 条の 4 第 1項） 

○労働者名簿（労働基準法第 107 条） 

○賃金台帳（労働基準法第 108 条） 

○上記の他委託者が必要と認めた書類 

※書類にマイナンバーが記載されている場合は、漏洩防止のためマスキング等に

よりこれを表示しないこと 

 

７ 施設の改修工事等 

施設の改修工事等乙の責めによらない事情により、清掃箇所に立ち入れず作業が

できない場合は、立ち入れない期間と場所の清掃作業を見合わせる減額変更契約を

締結することがある。また、改修後に清掃箇所の床仕上げや面積の変更など仕様変

更が必要になることがあるため同様に変更契約を締結することがある。乙はこれに



かかる変更協議に応じること。 

 

８ 押印の見直し 

以下の書類は押印を省略して提出することができる。 

・再委託承諾申請書（契約書第 3 条：別紙様式２） 

・現場代理人選任通知書および清掃員名簿（契約書第 6条） 

・請求書（契約書第 13条） 

・年間作業計画書、月間作業計画書（共通仕様書第 1 ３） 

・月間作業報告書・（共通仕様書第１ ４（１）） 

・その他甲が必要と認めた書類 

 

提出方法は郵送、持参、電子メールでの送信いずれも可とする。 

電子メールで送信する場合は以下のとおりとする。 

・書類の日付を送信日と同日とする。 


